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（一般課題051）

Beyond 5Gにおける超カバレッジ無線伝送における課題

超カバレッジ映像伝送を支える無線通信・映像
符号化の標準化技術の研究開発

Beyond 5G時代のデータ利活用のためのAIと映像を
用いた実証実験

研究開発項目２

高圧縮映像符号化を用いた超カバレッジ映像
伝送用無線システムがAI用途で用いることが
できることを豪州研究機関と連携し実証

Video Coding for Machines
Beyond VVC

Rel.18/Rel.19 (Pre-6G)

研究開発項目１

国際標準化およびB5G知財の獲得

研究概要：Beyond 5Gシステムの要求条件の1つである超カバレッジの実現に向けて超カバレッジ無線伝送で必要とさ
れる伝送距離の長い無線通信技術および高圧縮の映像符号化技術の研究開発と国際標準提案・知財の獲得を日
米産学機関と連携して行う。これにより高精細映像の狭帯域無線伝送つまり、超カバレッジ映像伝送を実現し、活用
シーンが一気に広がることを示す。さらに超カバレッジ映像伝送用無線システムの構築を行い、Beyond 5G時代におい
て比較的低い周波数が十分に活用可能であることを示し、日本の放送局を含む日豪産官学機関との連携を通じて本
研究開発成果が幅広く活用可能であることを示す。

NTN・・・Non-Terrestrial Network
3GPP・・・3rd Generation Partnership Project
MPEG・・・Moving Picture Experts Group
JVET・・・Joint Video Experts Team
VVC・・・Versatile Video Coding

/JVET

日米豪国際連携を通じた超カバレッジBeyond 5G
無線通信・映像符号化標準化技術の研究開発
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